Kenji Hara: Shirayukihimetachi-no-seikimatsu (Die Jahrhundertwende verschiedener Schneewittchen). Rezensiert von by 松崎 裕人








































































































































































原 研二 著『白雪姫たちの世紀末』 
 95
を準備し，さらに，学生の質問や意見をあらたな（しばしば「おもいがけない方向」
へと著者を「面白」がらせる）テキストとして読み込みながら，講義を，つまり自
身の産出するテキストを，さらに練り上げていった。それは，著者が述べる「自己
の立場をつねに相対化しながら進んでいく思想」のまぎれもない実践であり，病床
でまとめられた本書はその実践の「記録」，カフカを借りて言えば「ある戦いの記
録」である。 
 『白雪姫たちの世紀末』は，その過程で，もしかするとなにがしか違う姿で読者
の前に現れたかもしれない。著者によれば，当初はこの講義の完成に 3年から 5年
をかける予定であった。そのなかで，19世紀の女性作家の系譜を追う意図もあった
という。著者は，2 年で講義を断念せざるを得ず，その構想を講義に反映させる時
間は，病によって奪われた。本書は，その意味では，別の可能性をもっていたのか
もしれない。 
 しかし，それこそ評者の勝手な感傷にすぎないだろう。『白雪姫たちの世紀末』
は，講義という枠を離れ，一冊の書物としてだれもが手にすることができる。だれ
もがこの書を読むことができるし，そして読み替えることができる。もちろん，そ
れによって，読者自身が自己の思考をたえず相対化していくことができるかどうか
は，読者それぞれの課題であろう。 
 いずれにせよ，本書は読者それぞれの関心に応じて，いかようにも接近を許す書
物であり，読者を当人にとって思いがけない方向へといざなう書物である。そして
また本書は，読み尽くせないテキストとして，読者によるたえざる読み直しをも，
常に，待っている。この書がもつ，本当の意味での，別の可能性はそこにある。本
書が多くの人たちに読まれること，読み続けられることを願ってやまない。 
（郁文堂 2010年） 
 
